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「祈祷会の恵み」  

長岡秀彦 

 祈祷会は、信徒にとって重要な恵みの時であることは言うまでも有りません。しか

し、私にとっては、地理的な制約もあり、平日の道路の混み具合がなかなか 

予測できない事や、車で往復 3～4 時間かかるであろう事を考えると殆んど参加出来

ていませんでした。 

コロナの感染が拡大して、対面での集会が難しく 

なって来て、オンライン（Zoom）を利用することに 

なってからは、自宅にいて即時に参加出来るように 

なった事が大きな恵みになっています。 

私が参加し始めたのは二年前の秋頃からと 

記憶していますが、創世記とマルコによる福音書とを 

隔週に学び、最近どちらも学び終えて、現在は、 

出エジプト記とヘブル人への手紙の学びに移っています。 

ある時、聖書の学びの我々の態度について話題になった 

事があり、たまたま最近私が読んでいた本の中で、 

内村鑑三の「聖書之研究」第一号の巻頭の言葉を 

紹介されていて、その事を紹介したら、その情報を 

知りたいとの要望が多かったので、その部分をコピー 

して右に紹介します。 

著者は、関東学院大学教授の山枡雅信という方で、 

「クラークと内村鑑三の教育」という本の中の 

13 ページで紹介されています。（日新出版） 

内村鑑三は、聖書の中の歴史には、神の御旨を我々 

にしっかりと伝えようとしているので、我々はそれを 

十分に学び取らなければならないと述べているのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

月報「ぶどうの木」 
         2022 年 6 月号 

日本フリーメソジスト教団 

町田福音キリスト教会 

5月 28日一芸会の模様 

 伝統芸能が受け継がれました！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                              

6月役員会決定事項 

・5月度の経常会計・基金会計・建造物会計が承認された。 

・6月 25日の教団総会に傍聴人として秋田政信兄が出席する。教団から交通費は 5,000円を除く分が支

給されるので、当教会で秋田師の分と 2名分計 10,000円を負担する。 

・今後の教会の課題を確認した。１，教会墓地の取得について ２，教会案内パンフレット作製について 

３，役員の交代について ４，宗教法人格の取得について ５，十字架の増設について ６，教会を地域に

開かれた場所とすることについて それぞれ目標とする期限を定めて取り組んでいくこととした。 

 

 

               

 

 


